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令和 2 年 10 月 

 

～育てよう！ 強く明るい えひめの子～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年度「愛媛の未来をひらく少年の主張大会」 

 

 

 

毎月第３日曜日は「家庭の日」です。 

 

愛媛県青少年育成協議会・愛媛県 

〒790‐8570 松山市一番町４丁目４-２(県民生活課内) 

℡ ０８９（９１２）２３３６ 

 



  

令和 2年 10月発行     青 少 年 育 成 だ よ り           NO.61 

 2 

 

 

 

 

９月５日（土）、愛媛県生涯学習センター・県民小劇場ホール（松山市）にて、令

和２年度「愛媛の未来をひらく少年の主張大会」（共催：愛媛県、愛媛県教育委員会、

独立行政法人国立青少年教育振興機構）を開催しました。４２回目を迎えた今年度も

県内各地から１，３１４名もの中学生の皆さんに応募をいただき、その中から予備審

査により選ばれた１０名が家族や社会の中で興味を持ったことなどについて発表し

ました。 

いずれも聴衆の心に響くすばらしい発表でしたが、今大会の最優秀賞は高知県宿毛

市愛媛県南宇和郡愛南町篠山小中学校組合立篠山中学校２年の山本彩羽さん、優秀賞

は松山市立桑原中学校２年の佐伯春奈さん、今治市立近見中学校２年の山積潤葉さん

の２名が受賞されました。最優秀賞の山本さんは、「少年の主張全国大会～わたしの

主張２０２０～」に愛媛県代表として推薦しています。 

なお、全国大会には、各都道府県４７名の中から選ばれた１２名が出場することと

なっています。 

◎審査結果 

最優秀賞 
コロナと向き合う 

篠山小中学校組合立篠山中学校   ２年 山本 彩羽 

優 秀 賞 

私だけの命じゃない 

松山市立桑原中学校        ２年 佐伯 春奈 

 自分を見つめ直して 

今治市立近見中学校        ２年 山積 潤葉 

優 良 賞 

あなたの光 

愛媛県立今治東中等教育学校    ２年 伊藤 翔馬 

「災害での助け合いで思ったこと。」 

西条市立小松中学校        １年 宇佐美 甚吉 

ページをめくったその先に 

新居浜市立西中学校        ３年 白田 琉真 

 コロナ差別を防ぐために 

西条市立西条東中学校       ３年 髙橋 宗馬 

差別と個性 

新居浜市立西中学校        ３年 竹中 優舞 

違い 

久万高原町立久万中学校      ２年 武山 日向佳 

ＳＮＳとの付き合い方 

今治市立南中学校         ２年 中下 茉子  

愛愛愛媛媛媛ののの未未未来来来をををひひひらららくくく少少少年年年ののの主主主張張張大大大会会会ををを開開開催催催    
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「何なん！」 

行き場のない怒りと悲しみが私を襲いました。全国中学校総合体育大会の中止。県

大会の中止。そして、郡総体の中止とあらゆる大会の中止のニュース…。新型コロナ

ウイルス感染症という未知の病気が世界中に流行し、予防のためにありとあらゆる対

策がとられました。その一環である、大会中止のニュースを見るたび、やり場のない

気持ちがこみ上げました。 

私はソフトテニス部に在籍しています。実は、三月に都道府県対抗の全国大会に出

場が決まっており、一所懸命練習をしていました。ペアの人と息もぴったり合い、こ

れならいけると思っていた矢先。全国の学校が臨時休業となり、生徒は自宅待機をし

なくてはいけなくなりました。大会ができる状態でもなくなりました。出たかった大

会に出られないため、モチベーションを保ち続けるのが難しかったです。しかし、次

の「県総体出場」を目標に、自主的にトレーニングを積み重ねようと自粛期間中も頑

張りました。 

そこでの総体中止です。私は二年生だから来年こそという気持ちが少しありますが、

中学二年生の総体は、一回しかありません。「一回一回の試合を大切に」、そういう気

持ちで部活動をしています。ましてや三年生の気持ちを考えると、「今までにしたこ

とは無駄じゃないから」という気休めの言葉など言えるはずもありません。かける言

葉も見つからないし、今まで頑張ってきた三年生に何かできることはないかと考えて

しまいます。でも、何も浮かばない自分が歯がゆく、悔しい気持ちでいっぱいになり

ます。 

そんな中、五月二十五日に学校が再開され、部活動を行ってもいいという許可が出

ました。が、新型コロナウイルス感染症を予防するために、部活動の取組は一変しま

した。まず、マスクをつけて準備しないといけません。そうすると、マスクの中がこ

もってしまい、息がしづらくなります。声も出しづらくなります。次に、キープディ

スタンスで近づけないので、プレーを指摘するのが難しい状況です。ソフトテニス部

にもかわいい新入部員が入ってきました。後輩に教えたいことがたくさんあります。

プレーを見ていると、注意したいところが見つかります。しかし、近づけないので、

体を使ってプレーを見せながら教えることが難しい状況です。遠くから大きな声で言

うので、一年生を怖がらせていないか、きつく聞こえていないかが心配になります。

キープディスタンスを守りながら部活動を行う難しさを毎日感じています。 

しかし、新型コロナウイルス感染症が教えてくれたこともあります。それは、人へ

の感謝です。例えば、私はソフトテニスで一緒にペアを組んでくれている人がいます。

最優秀賞 
コロナと向き合う 

篠山小中学校組合立篠山中学校 

２年 山本
やまもと

 彩羽
さ わ
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臨時休業中は部活動もできないし、普通に会話もできない中で、ペアのことを考える

時間が増えました。ペアの人とは保育園からの幼馴染で、小学一年生から一緒にソフ

トテニスを始めた仲です。ペアを組んでいて、昔はしょっちゅうけんかもしていまし

たが、今はけんかをすることはありません。この人と一試合でも多く試合をしたいで

す。ペアのありがたみが分かってきました。そして、学校で決めたルール。マスクの

着用、キープディスタンス、手を洗う、大声で叫ばないなど…。みんなが意識して守

っています。自分が感染症にかかりたくないのはもちろんですが、それよりも、自分

が大切な人たちがかかるのが嫌だと思って行動しています。授業の話合いの場面でも、

飛沫が飛ばないように向きを考えたり、給食配膳中は極力無言で配ったりしています。

そういうことに気付くとうれしくなります。篠山中生はみんな、一緒に上を目指す仲

間です。私はみんなのことが大好きなことに気が付きました。照れずにみんなが大好

きなこと、大切だということを伝えたいと思います。 

暗いニュース、気が滅入るニュースが毎日目につきますが、私たちは今こそ新型コ

ロナウイルス感染症と向き合うことが必要ではないでしょうか。「コロナだから○○

ができない」と嘆くのではなく、「では、コロナだから何ができるのか」ということ

を考えることが必要だと思います。 

 今、私たちの学校は運動会実施に向けて活動しています。校長先生をはじめ、た

くさんの先生、保護者の人、地域の人のおかげで、実施できるようになりました。そ

の中でも、応援合戦は小学生と中学生が合同で行う団結力を見せ合う競技です。私は

この応援合戦で優勝したいと思います。中学校生活最後の三年生へエールを送りたい

と思います。そして、精一杯の感謝を見ていただく全ての人に贈りたいと思います。

フレー、フレー、篠山のみんな！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 最優秀賞 】 

篠山小中学校組合立篠山中学校  

２年 山本 彩羽 さん 
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【 優秀賞 】 

松山市立桑原中学校  

２年 佐伯 春奈 さん 

【 優秀賞 】 

今治市立近見中学校   

２年 山積 潤葉 さん 

【発表者の皆さん】 
[前列 左から] 
西条東中   髙橋 宗馬 
新居浜西中  白田 琉真 
桑原中    佐伯 春奈さん 
小松中    宇佐美 甚吉さん 
今治中等教育 伊藤 翔馬さん 
 
[後列 左から] 
篠山中   山本 彩羽さん 
近見中   山積 潤葉さん 
今治南中  中下 茉子さん 
久万中   武山 日向佳さん 
新居浜西中 竹中 優舞さん 
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９月１９日（土）及び１０月３日（土）に愛媛県生涯学習センター・大研修室にお

いて県主催のインターネット等安全利用サポーター養成講座が開催され、青少年育成

指導に携わる関係者等約３０名が受講しました。 

講師には、ＮＰＯ法人青少年メディア研究協会代表理事の下田太一さんを迎え、ネ

ット社会の基礎的な知識や子どものスマホ４大リスクの解説、先進事例を分かりやす

く紹介していただきましたので、その一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

                     （講義の様子） 

●子どものスマホ４大リスク 

有害性 

 インターネットは利用者が求める情報を世界中から 

集めて瞬時につなげてくれるため、家出や自殺に興味 

があれば、簡単にその情報や人とつながります。思春 

期の難しい心の葛藤に苦しむ子ども達の中には、外の 

世界に居場所を求めようとする子もおり、犯罪に巻き 

込まれる可能性もあります。 

中毒性 

 スマホは動画やゲームを際限なく提供してくれる誘惑の道具であり、ネット依存症

（ゲーム障害）に陥る危険性があります。人は具体的な目標があり、成果が目に見え、

報酬（お金や満足感）が得られることに大きな魅力を感じますが、ゲームはこの仕組

みを取り入れているため、高い中毒性があります。 

関係性 

 人間関係に敏感な思春期の子ども達はネットでのつながりを求めながらも、相手の

本心が読めず疑心暗鬼に囚われやすい状態にあり、些細なことで関係が悪化しやすく

なります。顔が見えず一方的に言葉を送れるため、直接言えない言葉の暴力も起こり

やすい環境です。 

社会性 

 便利なものに頼ることで、自分を磨く必要性が相対的に減っており、面倒なことを

避け、安易な手段にすがる目的でスマホを使うことは、子ども達の将来に影を落とす

危険があります。ゲームで時間を潰し、どこにいても保護者とのホットラインに守ら

れ、なんでも簡単に調べられることは必ずしも良いことだとは言えないのではないで

しょうか。 

インターネット等安全利用サポーター養成講座 
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